
緒 言

う蝕の進行は一説として，まずStreptococcus sangui-

nis, Streptococcus oralisなどの初期定着菌群が歯の表面

の唾液由来のペリクルに付着し，その上に定着・増殖し

たStreptococcus sobrinus, Streptococcus mutansが糖から酸

を産生し歯を脱灰していき，さらに深部う蝕進行には乳

酸菌Lactobacillus caseiが関与していると考えられている

（Hamada et al.，１９８４）．う蝕予防は歯科医学にとって重

大なテーマの一つであるが，現在う蝕予防法としてフッ

素塗布やProfessional Mechanical Tooth Cleaningなどが日

常臨床で行われており，また患者自身もブラッシング以

外にキシリトールの応用や洗口液の使用などによりある

程度のう蝕予防は可能となってきた．キシリトールは，

自然界に存在する五炭糖の糖アルコールで，S. mutans

に取り込まれても酸は産生されず，無益回路によりATP

エネルギーを消費させるため非う蝕性甘味料として使用

されている（Limeback et al.，１９８９；Birkhd et al.，１９９４）．

また，唾液分泌を促進しプラークpHを上昇させ，歯の

再石灰化を促進する抗う蝕性効果を持つことも知られて

いる（Steinberg et al.，１９９２；Leach et al.，１９８１）．これま

でに，キシリトール配合ガムを長期間摂取することで，

唾液やプラーク中のS. mutans菌数が減少するという報

告は多数ある（Steinberg et al.，１９９２；Trahan.，１９９５；

Tellefsen et al.，１９９６；Lingstorm et al.，１９９７）が，キシリ

トールを主成分とした洗口液を長期間使用することによ

る唾液中う蝕原因菌レベルへの影響に関する報告はほと

んどない．そこで本研究では，５％キシリトール洗口液

を４週間使用した際の唾液中う蝕原因菌レベルやプラー

ク付着率に対する影響を５％ソルビトール洗口液と比較

し，その有用性を検討した．さらに，う蝕原因菌の増殖

に及ぼすキシリトールの濃度依存性やキシリトール洗口

後の唾液中キシリトール残留濃度をキシリトール配合の

ガムや飴と比較した．

材料および方法

１．キシリトールのう蝕原因菌増殖抑制効果

９６wellプレートにS. mutans，S.sobrinus，L. casei各菌

液を播種し，キシリトール，ソルビトールを最終濃度

０．０１，０．１，１％添加し，３７℃，嫌気条件下にて８時間

まで培養した．プレートリーダーを用いて波長５９５nmで

吸光度を測定することによりキシリトールおよびソルビ

トールの細菌増殖能への影響を調べた．

２．キシリトール洗口後の唾液中キシリトール残留濃度

今回の実験に対して同意を得た被験者に５％キシリト

ール洗口液１０mlにて１分間洗口してもらい，洗口後１０

分ごとに唾液１mlを採取した．唾液中のキシリトール

残留濃度（mg / ml）は，D − Sorbitol / Xylitol assay kit

（Megazyme）を用いて測定した．キシリトール残留濃度

をキシリトール配合のガムや飴を摂取した被験者と比較

した．

３．キシリトール洗口の唾液中う蝕原因菌レベルに与え

る影響

今回の実験に対して同意を得た被験者４０名を５％キシ

リトール洗口液と５％ソルビトール洗口液の２群に分

け，洗口開始前唾液１mlを採取した．各洗口液１０mlに

て１分間洗口，これを１日３回，４週間継続してもら

い，２および４週後に唾液１mlを採取した．S. mutans

選択培地であるMSKB寒天培地を用い唾液中のS. mutans

菌数を測定し，洗口開始前と２および４週後で比較検討

した．さらに，洗口開始前と４週後のプラーク付着率を

比較した．MSKB寒天培地からランダムに選んだ数個の

コロニーよりDNAを抽出し１６SリボゾームRNAおよびグ

リコシルトランスフェラーゼ内のS. mutansに特異的な

配列より設計したプライマーを使用してPCRを行った．
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結果および考察

１．キシリトールは濃度依存性にS. mutans, S. sobrinus

の増殖を抑制したが，L. caseiの増殖にはほとんど影響

を与えなかった．一方，ソルビトールはコントロールと

違いがなく，S. mutansやS. sobrinus, L. caseiの増殖には

影響を与えなかった．これは，キシリトールはS. mu-

tans，S. sobrinusなどのMutans streptococciに対し，静菌

的な作用を発揮するといわれているため（Assev et

al.，１９８６），増殖を抑制したものと考えられる．一方，

ソルビトールはMutans streptococciの多くの菌株により

代謝され酸を産生，L. caseiはキシリトール，ソルビト

ールを代謝し酸を産生するという報告があり（Ed-

wardsson et al.，１９７７），増殖抑制に影響を与えなかった

ものと考えられる．

２．キシリトール洗口後の唾液中のキシリトール残留濃

度は，キシリトール洗口直後では約４mg/mlであった

が，１０分後では約２mg/mlとなり，２０分後では約１mg/

mlとなった．３０分以降ほとんどキシリトールは検出さ

れなかった．一方，キシリトール配合ガムおよび飴摂取

後の唾液中のキシリトール残留濃度は，摂取直後ではガ

ムで約５mg/ml，飴で約４mg/mlであったが，１０分後で

は約２mg/mlとなり，２０分後では約１mg/mlとなった．３０

分以降ほとんどキシリトールは検出されなかった．３群

の間にほとんど違いはみられなく有意差は認められなか

った．以上のことからキシリトールをガムや飴でなく洗

口液として応用した際，その後の効果に差は出ないこと

が考えられる．しかし，ガムを噛んでいる優位性はある

と思われる．

３．MSKB培地上のコロニーは約９５％以上がS. mutansで

あることをPCRにより確認した．ソルビトール洗口２週

後では洗口開始前に比べて唾液中S. mutans菌数はほと

んど変化は認められず，４週後では約１０％減少したが，

キシリトール洗口２週後では約３５％，４週後では約６５％

減少がみられた．２，４週後で，キシリトール洗口群と

ソルビトール洗口群との間に有意差が認められた．さら

に，キシリトール洗口４週後ではプラーク付着率は洗口

開始前に比べて約４５％有意に減少が認められた．ソルビ

トール洗口４週後ではやや増加したが有意差は認められ

なかった．洗口４週後においてキシリトール洗口群とソ

ルビトール洗口群の間に有意差が認められた．本研究で

５％キシリトール洗口群での結果は，キシリトールの最

も特徴的な性質であるMutans streptococciの数を減らす

効果であり，特にプラーク形成に大きな役割をはたすと

考えられているS. mutansに対し，静菌的な作用を発揮

したもの（Assev et al.，１９８６）だと考えられる．比較対

照群として用いた５％ソルビトール群で唾液中S. mutans

レベルの変化に影響を与えなかったのはソルビトールが

S.mutansにより代謝され酸を産生することが報告されて

いる（Edwardsson et al.，１９７７）ためと考えられる．

結 論

キシリトールを５％洗口液として１日３回，計３分間

を４週間継続使用することにより，唾液中のS. mutans

菌レベルやプラーク付着率を有意に減少させることが明

らかとなり，その洗口液としての有用性が示唆された．
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